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あなたの声を市政に

市民の皆さん、ご意見・ご要望等ぜひお寄せ下さい。（詳しい質問内容については、党市議員団ホームページをご覧下さい。）

代表質問の荒川つねお議員

荒
川
つ
ね
お
議
員

荒
川
つ
ね
お
議
員

田
辺
義
博
建
設
部
長

荒
川
つ
ね
お
議
員

佐
藤
栄
一
市
長

　3月定例議会、代表質問に荒川つねお議員が登壇。新年度予算と市民のくらし・福
祉・LRT事業などについて市民目線から質問し、ＬＲＴ偏重と市民のくらし後回しの
佐藤市政の実態を明らかにしました。その一端を報告します。（要旨）

―
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
計
画
の
諸
問
題
か
ら
―

憲
政
の
常
道
に

背
を
向
け
て
い
い
の
か

　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
は
い
っ
た
い
誰
の
た
め
の
事

業
な
の
か
。
市
民
の
賛
同
・
合
意
形
成
を
除

け
ば
、
残
る
の
は
、
大
企
業
・
ゼ
ネ
コ
ン
・

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
た
め
の
事
業
と
な
る
。
市

長
選
結
果
に
示
さ
れ
た
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
・
市
民

不
同
意
の
ま
ま
の
強
行
か
、
市
民
合
意
確
認

し
た
上
で
の
事
業
進
行
か
、
市
長
に
と
っ
て
、

憲
政
の
常
道
が
問
わ
れ
て
い
る
が
！

　
国
や
県
な
ど
と
の
協
議
を
経
て
、
丁
寧
な

説
明
に
取
り
く
ん
で
き
た
。
さ
ら
に
、
二
元

代
表
制
の
も
と
で
、
長
年
議
論
を
積
重
ね
て

き
た
と
こ
ろ
か
ら
住
民
投
票
は
行
う
こ
と
な

く
、
議
会
と
十
分
に
議
論
し
進
め
て
い
く
。

　
残
念
だ
が
、
そ
れ
で
は
憲
政
の
常
道
か
ら

は
ず
れ
る
こ
と
に
な
る
。

実
態
な
き
空
想 

ふ
り
ま
く

異
常
な
Ｌ
Ｒ
Ｔ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
選
挙
後
の
一
連
の
広
報
活
動
に
つ
い
て
、

全
戸
新
聞
折
り
込
み
ち
ら
し
、
市
広
報
誌
２

月
、
３
月
号
表
紙
写
真
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
計
画
ル
ー

ト
上
の
ど
こ
の
地
点
を
想
定
し
た
も
の
か
。

２
面
の
Ｑ
＆
Ａ
も
１
、０
０
０
億
円
問
答
な

ど
問
題
の
す
り
替
え
や
ご
ま
か
し
が
多
い
。

こ
ん
な
内
容
で
は
市
民
へ
の
正
確
な
情
報
提

供
な
ど
と
い
う
理
由
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
。

　
こ
の
保
存
版
ち
ら
し
に
か
け
た
総
費
用
及

び
同
内
容
の
新
聞
広
告
代
は
い
く
ら
か
。

　
市
広
報
誌
表
紙
写
真
等
に
つ
い
て
は
「
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
に
お

け
る
都
市
・
地
域
・
産
業
各
拠
点
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ

導
入
後
の
将
来
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
示
し
た
も

の
。

　
次
に
、
新
聞
折
り
込
み
保
存
版
ち
ら
し
２

面
Ｑ
＆
Ａ
に
つ
い
て
は
、
市
民
か
ら
の
疑
問
・

懸
念
に
対
し
て
分
り
や
す
く
示
し
た
も
の
。

　
そ
の
ち
ら
し
及
び
新
聞
広
告
代
は
、
そ
れ

ぞ
れ
約
２
０
０
万
円
、
約
１
３
０
万
円
か
か

っ
て
い
る
。

市
民
は
実
態
の
な
い
Ｌ
Ｒ
Ｔ

空
想
に
は
だ
ま
さ
れ
な
い

　
荒
川
議
員
は
、
再
質
問
を
通
じ
て
、
実
態

の
な
い
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
イ
メ
ー
ジ
を
繰
り
返
し
ふ

り
ま
く
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
手
法
を
批
判
。

　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
の
こ
の
期
に
及
ん
で
、
市
民

に
も
っ
と
正
確
で
リ
ア
ル
な
内
容
と
情
報
の

提
供
を
す
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。

　
市
民
は
、
夢
（
空
想
）
は
大
き
く
、
数
字

は
小
さ
く
見
せ
よ
う
と
す
る
宣
伝
に
は
決
し

て
欺
か
れ
ま
せ
ん
。

マンパワー強化は進まず
　　　　　LRT予算は76億円

 　荒川議員は、新年度予算において市民のいのち・くらし、福祉を守る
バロメーターと言うべきマンパワーの強化の不十分さを明らかにしつつ、
一方で LRT には 76 億円も注ぎこむ落差を生み出しているのが佐藤市長
の政治姿勢であると痛烈に批判。改善を求めました。

いのち・健康守る最前線　　保健師 増員たったの2名
　これでは、社会環境の変化や複雑化する多様なニーズに対応し、市民が
住みなれた地域で健康で質の高い生活を保障することは困難です。地区担
当保健師の過重負担の改善が急務です。

生活困窮者の最後の砦で働く　生活保護ケースワーカーも過重負担
　ケースワーカーは 1 名増員で 70 人体制に。しかし、ケースワーカーの
1 人当り生活保護受持ち世帯数は 95 世帯。国基準の 80 世帯を大幅に超
過したまま新年度に突入の状況です。

市民の生命・財産守る　　消防職員　増員ゼロ
　新年度の消防署職員は 454 名で国の整備指針人数の 77.8％でありな
がら、増員の予算要望もしていないことが明らかになりました。

掲載できなかった項目

＊介護予防・日常生活支援総合事業について

＊国民健康保険の広域化について

認知症になっても
　　　安心して暮らせるまちに

保存版（全戸折込み）ちらしＬ
Ｒ
Ｔ

内容はすり替えとごまかし
かかった税金200万 新聞広告代には130万円

一方で

認
知
症
対
策
の
充
実
を

　
　

　
こ
れ
は
、
今
や
国
民
的
課
題
。
小
学
校

区
或
い
は
中
学
校
区
単
位
で
の
実
態
把
握

と
施
策
の
展
開
・
強
化
。
そ
の
た
め
の
地

域
資
源
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
本
格
的

に
取
り
く
む
こ
と
を
提
起
。
ま
た
、
県
が

始
め
た
「
オ
レ
ン
ジ
医
」
と
の
連
携
、
活

用
、
認
知
症
対
応
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
積

極
的
設
置
計
画
を
提
案
し
ま
し
た
。

　認
知
症
対
策
　
本
気
度
は

　
ス
ピ
ー
ド
と
体
制
強
化
に
あ
り

　
　

　
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
立
ち

上
げ
と
チ
ー
ム
数
、
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
の
配
置
な
ど
、
52
万
都
市
の
対
策
と

し
て
は
と
て
も

満
足
で
き
ま
せ

ん
。
本
気
度
を

市
民
に
示
し
て

も
ら
い
た
い
。
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市民の皆さんへ

検  索

スポット
ライト
スポット
ライト

スポット
ライト2

定例無料 市政・法律なんでも相談会定例無料 市政・法律なんでも相談会

※時間は午後 2 時～ 4 時 　
※弁護士が協力します。プライバシー厳守
　※相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡下さい。

日本共産党宇都宮市議員団

■ 5 月13日G
■ 6 月10日G

電話 632-2622   FAX 632-7753
電話 634-8722（休日夜間など）

★お急ぎの方はいつでもご連絡下さい。

市政、くらし、福祉、労働・雇用、教育、生活環境、介護、
子育て、すまいの問題、多重債務、市民生活について、
その他なんでも

討論する福田くみ子議員

市総合コミセン2 階会議室

市総合コミセン2 階会議室

限られた財源は住民福祉の増進のために
最大限効果的に ―新年度予算は認められない―
限られた財源は住民福祉の増進のために
最大限効果的に ―新年度予算は認められない―

精
神
障
が
い
者
に
も
公
共
交

通
運
賃
割
引
制
度
適
用
を

全
会
一
致
で
陳
情
採
択

　
こ
の
陳
情
は
、
身
体
障

が
い
者
・
知
的
障
が
い
者

に
適
用
さ
れ
て
い
る
公
共

交
通
運
賃
割
引
制
度
を
、

精
神
障
が
い
者
に
も
適
用

対
象
と
す
る
よ
う
、
各
交

通
事
業
者
に
国
と
し
て
働

き
か
け
る
意
見
書
提
出
を

求
め
た
も
の
で
す
。

　
陳
情
書
の
中
に
も
あ
る

よ
う
に
、
運
転
免
許
取
得
・

更
新
時
に
運
転
に
支
障
を

及
ぼ
し
か
ね
な
い
病
状
の

申
告
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
中
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
へ

の
支
援
は
不
可
欠
と
な
っ

て
い
ま
す
。
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
、
意
見
書
が
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

「
高
額
療
養
費
」「
後
期

高
齢
者
の
窓
口
負
担
」
に

つ
い
て
現
行
制
度
の
継
続

求
め
る
意
見
書
提
出

自
民
系
２
会
派
と
公
明
反

対
で
不
採
択
に

　
陳
情
は
、「
70
歳
以
上
の

「
高
額
療
養
費
」
の
月
額
負

担
の
上
限
引
き
上
げ
、「
後

期
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口

負
担
」
を
原
則
１
割
か
ら

２
割
に
引
き
上
げ
る
患
者

負
担
増
は
、
年
金
収
入
も

減
る
中
で
受
診
抑
制
が
加

速
し
、
結
果
と
し
て
医
療

費
増
大
に
も
つ
な
が
る
。」

と
し
、
国
へ
の
意
見
書
提

出
を
求
め
た
も
の
。
日
本

共
産
党
な
ど
14
人
が
採
択

を
主
張
し
ま
し
た
が
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
恩
恵
は
一
部

の
大
企
業
や
富
裕
層
だ
け

　
大
企
業
が
史
上
最
高
の
利
益
を

上
げ
る
一
方
で
、
非
正
規
社
員
は

増
え
た
が
正
社
員
は
３
年
間
で
23

万
人
減
、
労
働
者
の
実
質
賃
金
は

こ
の
４
年
で
年
間
18
万
円
も
減
り
、

実
質
家
計
消
費
は
16
カ
月
連
続
で

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　
限
ら
れ
た
財
源
を
住
民
福
祉
の

増
進
の
た
め
に
最
大
限
効
果
的
に

使
わ
れ
る
予
算
と
は
言
え
な
い
。

第
１
の
理
由
　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
事
業

　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
費
と
し
て
計
上
さ

れ
て
い
る
約
76
億
円
の
ほ
か
に
こ

の
事
業
に
伴
う
上
下
水
道
管
の
移

設
工
事
費
な
ど
約
３
億
7
7
0
0

万
円
が
別
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
未
だ
市
民
合
意
も
な
く
、上
下
分

離
方
式
で
事
業
全
体
や
財
務
状
況
の

透
明
性
に
欠
け
、減
価
償
却
費
が
計

上
さ
れ
な
い
仕
組
み
の
中
で
、事
業

の
継
続
性
の
担
保
も
見
え
な
い
Ｌ
Ｒ

Ｔ
事
業
費
の
計
上
は
認
め
ら
れ
な
い
。

第
２
の
理
由
　

大
企
業
に
は
至
れ
り
尽
く
せ
り

　
市
の
予
算
で
は
、
法
人
市
民
税

は
15

年
予
算
と
の
比
較
で
は
、

1
1
6
億
か
ら
1
0
7
億
へ
9
億

円
も
の
減
収
。

　
様
々
な
大
企
業
減
税
の
仕
組
み

が
あ
り
、
実
際
の
大
企
業
法
人
税

負
担
率
は
12
％
程
度
に
な
っ
て
い
る
。

市
は
、こ
れ
ま
で
の
企
業
立
地
・
定

着
促
進
拡
大
再
投
資
補
助
金
に
加
え
、

企
業
の
本
社
機
能
移
転
の
支
援
と

し
て
、３
年
間
の
事
業
所
税
、法
人

市
民
税
、固
定
資
産
税
の
減
税
と
新

規
雇
用
者
１
人
当
た
り
20
万
円
の

助
成
、あ
わ
せ
て
１
億
5
3
2
6

万
円
余
を
計
上
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
99
％
を
占
め
る
地
元

の
中
小
・
個
人
事
業
主
や
地
域
商

店
街
、
農
産
物
の
地
産
地
消
に
対

す
る
支
援
等
は
雀
の
涙
の
予
算
で

あ
る
こ
と
は
問
題
だ
。

第
３
の
理
由

河
内
・
上
河
内
自
治
セ
ン
タ
ー
廃
止

　
上
河
内
で
は
保
健
セ
ン
タ
ー
が

消
え
保
健
と
福
祉
の
窓
口
は
河
内

地
区
セ
ン
タ
ー
に
統
合
さ
れ
、職
員

体
制
は
34
名
か
ら
10
名
に
減
る
こ

と
に
。

　
行
革
路
線
で
マ
ン
パ
ワ
ー
を
減
ら

す
効
率
化
で
は
な
く
、住
民
の
願
い

を
的
確
に
把
握
し
反
映
さ
せ
る
住

民
自
治
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
。

む
し
ろ
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
機
能
を
全
市
に
広
げ
る
べ
き
。

第
４
の
理
由

安
上
が
り
の
待
機
児
対
策

　
１
歳
児
の
定
員
の
1
2
0
％
以

上
を
受
け
入
れ
る
施
設
に
対
す
る
助

成
制
度
は
つ
め
こ
み
保
育
を
促
進
す

る
も
の
。
１
歳
児
は
、も
っ
と
も
手
が

か
か
り
事
故
等
も
多
い
年
齢
で
と
て

も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

第
５
の
理
由

マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足

　
こ
の
10
年
で
フ
ル
タ
イ
ム
再
任

用
職
員
を
含
む
常
勤
は
5
1
0
人

約
13
・
５
％
も
減
。
一
方
で
短
時

間
再
任
用
や
非
常
勤
嘱
託
員
な
ど

は
2
2
0
人
約
12
％
増
に
。
専
門

的
な
知
識
を
持
つ
マ
ン
パ
ワ
ー
の

不
足
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
つ
な
が
る
。

これが市町合併の現実
職員34名（合併前は71名）から
　　 　10名に削減　上河内では…
　河内・上河内の両町が宇都宮市に合併して 10 年。
これまで特例として置かれてきた「地域自治センター」
が、「地区市民センター」になります。
　これに伴って、「上河内地区市民センター」は地域
経営課・地域づくり課・保健福祉課から、まちづく
り支援グループと窓口グループとなります。
　とりわけ、両町にあった「保健センター」の廃止に
よって、高齢者や障がい者、母子に関する業務の一部
(専門性に高い業務)の申請や、相談は、「河内地区市
民センター」まで行かなくてはならなくなります。
　ネットワーク型コンパクトシティの地域拠点として役割
強化が求められるはずですがこれでは、全くあべこべです。

　日本共産党は、議員の公費による海外視察は、事実
上議員特権であり、費用対効果が認められるものには
至っていないとの理由から、中止を求めてきました。

日
本
共
産
党
宇
都
宮
市
議
員
団
で
は
、市
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
市
政
に
届
け
る
た
め
、最
大
限
の
努
力

を
し
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
議
員
団
を

つ
な
ぐ
「
ほ
っ
と
ら
い
ん
」
と
し
て
お
届
け
致
し
ま

す
の
で
、ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
皆
さ
ん

の
ご
意
見
、ご
要
望
等
ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

何と

福田くみ子議員が討論 (要旨)

「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
推
進
決
議
」

　
強
行
は
党
利
党
略
!!

　
宇
都
宮
市
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入

計
画
に
反
対
す
る
県
内
５
政

党
と
２
市
民
団
体
は
、３
月

16
日
、
両
省
に
対
し
、
先
の

市
長
選
挙
で
明
白
と
な
っ
た

市
民
合
意
未
到
達
を
受
け
て
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
認
可
の
再
検
討
、

及
び
工
事
施
行
認
可
申
請

に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
合
意

の
担
保
を
示
す
よ
う
市
へ
の

指
導
を
求
め
ま
し
た
。

　
党
宇
都
宮
市
議
員
団
の

荒
川
つ
ね
お
・
福
田
く
み
子

両
議
員
も
出
席
し
ま
し
た
。

全
会
一
致
が
原
則
＝

慣
例
な
の
に

　
宇
都
宮
市
議
会
で
は
こ
の

20
年
間
に
21
件
の
決
議
が
行

わ
れ
、
20
件
は
全
会
一
致
で
あ

る
。
議
会
意
思
の
対
外
的
表

明
た
る
決
議
は
、党
派
・
会
派

間
の
政
策
的
相
違
を
尊
重
し

つ
つ
、
調
整
・
歩
み
寄
り
の
基

で
全
会
一
致
を
原
則
・
慣
例

と
し
て
き
た
。
今
回
の
決
議

案
は
、
議
会
内
で
意
見
の
大

き
く
分
か
れ
て
い
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ

問
題
を
賛
成
会
派
の
み
で
強

行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

党
利
党
略
決
議
で
は
な
い
の
か
。

　
ま
た
、決
議
強
行
の
背
景
は
、

議
長
へ
の
16
団
体
の
要
望
書
が

あ
る
。
そ
の
内
容
た
る
や
ほ
ぼ

同
じ
も
の
で
、あ
る
推
進
団
体

が
と
り
ま
と
め
提
出
し
た
画

一
的
で
団
体
の
顔
な
き
要
望

書
に
、突
き
動
か
さ
れ
て
の
も

の
で
、こ
ん
な
決
議
は
一
議
会

人
と
し
て
残
念
至
極
で
あ
る
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
の
可
否

市
民
の
声
で

　
決
議
案
で
は
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事

業
は
懇
切
丁
寧
な
市
民
と
の

合
意
形
成
に
よ
り
結
実
」
と

あ
る
の
は
事
実
誤
認
も
甚
だ

し
い
。
い
ま
、
圧
倒
的
市
民

が
求
め
て
い
る
の
は
多
数
決

の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
推
進
決
議
で
は
な

い
。
懇
切
丁
寧
な
市
民
合
意

形
成
の
取
り
組
み
の
上
で
Ｌ

Ｒ
Ｔ
事
業
の
可
・
否
の
選
択

を
市
民
に
問
う
憲
政
の
常
道

を
進
む
こ
と
で
あ
る
。

市
民
合
意
は
認
可
の

大
前
提  

国
交
省
・

総
務
省
に
陳
情

陳情趣旨説明を行う福田くみ子議員

荒川つねお議員

議員特権海外旅行
　（視察研修）に
　　619万8千円計上

荒
川
つ
ね
お
議
員
が
討
論（
要
旨
）


